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博士論文題目：Characterization studies of gill-specific crustin isoform (MjCRS) and WAP four-disulfide 
core domain-like gene (MjWFDC-like) in kuruma shrimp Marsupenaeus japonicus 















ている 5 種類のクラスチン様配列を有する cDNA の構造を明らかにした。これらの配列解析から、
それぞれ異なる遺伝子であることがわかり MjCRS6、MjCRS7、MjCRS8、MjCRS9 および MjWFDC-like
と命名した。これら 5 種類のクラスチン遺伝子の発現組織について種々の組織で調べたところ、主にエ
ラで発現していることを改めて確認できた。これら 5 種類のクラスチン遺伝子の発現がクルマエビ類の
病原細菌である Vibrio parahaemolyticus あるいは病原ウイルスである WSSV の感染で誘導されるかどう










	 最終試験は 2 月 14 日に行われた。まず、学術論文は 2 編が第 1 著者(Tandel GM, Kondo H, Hirono 
I. Dev Comp Immunol. 85:25-30. doi: 10.1016/j.dci.2018.03.018.、Tandel GM, Hipolito SG, Kondo H, 
Hirono I. Infect Genet Evol. 64:139-148. doi: 10.1016/j.meegid.2018.06.008.)として公表済みであるとと





い、その内容は十分であった。一方、専門知識については公開発表会(2 月 14 日)当日の質疑や予備
審査時でのディスカッションを含め十分であると審査委員一同確認した。以上から、学生について
博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
	
